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《第５回定例会一般質問》

小関　祥子

◆
土
岐
市
立
総
合
病
院
産
婦
人
科
に
つ
い
て

◆
産
婦
人
科
再
生
に
つ
い
て

土
岐
市
内
に
産
婦
人
科
を
設
立
す
る
件

に
つ
い
て
現
状
の
進
捗
を
教
え
て
下
さ
い
。

現
在
は
産
婦
人
科
病
棟
再
開
に
向
け
努

力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

東
濃
地
域
の
医
療
確
保
奨
学
金
等
の
貸
付

制
度
に
て
二
名
ほ
ど
産
婦
人
科
志
望
の
学

生
が
お
り
、
卒
業
、
臨
床
経
験
を
経
た
後
、

総
合
病
院
に
て
勤
務
し
て
頂
け
る
よ
う
考

え
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
八
年
に
唯
一
の
産
婦
人
科
医
が
辞

め
ら
れ
、
総
合
病
院
で
お
産
が
で
き
な
く

な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
再
開

に
あ
た
り
一
番
の
問
題
は
や
は
り
医
師
不

足
で
あ
り
、
医
師
一
名
で
産
科
を
維
持
す

る
の
は
難
し
く
、
最
低
で
も
三
名
の
医
師

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

労
働
条
件
や
待
遇
の
問
題
で
全
国
的
に
も

産
科
医
が
不
足
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

奨
学
金
に
て
総
合
病
院
に
て
働
い
て
頂
け

る
約
束
に
て
二
名
の
学
生
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
ド
ク
タ
ー
の
卵
と
な
る
ま
で
に

最
低
十
年
か
か
る
の
が
現
状
で
す
。
時
間

は
か
か
り
ま
す
が
、国
へ
の
働
き
か
け
も
行

い
、
施
設
の
充
実
を
目
指
し
て
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

交
通
の
便
等
も
考
慮
し
土
岐
市
立
総
合

病
院
内
に
産
婦
人
科
を
設
置
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
問
題

点
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

二
十
四
時
間
の
お
産
に
対
応
す
る
た
め

の
、
医
師
と
助
産
師
の
確
保
が
大
き
な
問

題
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
産
婦
人
科
の
病
棟
の
設
置
に
つ
い
て

民
間
の
産
婦
人
科
病
棟
の
よ
う
な
設
備

や
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
市
立
の
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
が
、
如
何
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

例
：
海
老
名
総
合
病
院

現
状
の
総
合
病
院
内
に
あ
る
産
婦
人
科

施
設
の
再
利
用
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

多
治
見
市
民
病
院
が
新
設
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
際
、
産
婦
人
科
病
棟
は
別
棟
に
て
整

備
さ
れ
る
と
伺
い
ま
し
た
。
土
岐
市
立
総

合
病
院
に
て
別
棟
の
設
置
は
可
能
で
す
か
。

別
棟
の
設
置
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
検

討
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
今
回
は
お
答
え

で
き
ま
せ
ん
。

◆
医
師
の
確
保
に
つ
い
て

問
題
と
な
っ
て
い
る
医
師
不
足
を
解
消

す
る
為
の
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
、
何
か

計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

現
状
も
大
学
と
の
連
携
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
、
問
題
を
解
消
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

鈴木　正義

小関　祥子

◆
土
岐
市
の
ご
み
行
政
に
つ
い
て

一
般
廃
棄
物
基
本
計
画
中
の
ご
み
処
理

の
課
題
に
つ
い
て
（
排
出
抑
制
、
収
集
運

搬
、
最
終
処
分
、
再
生
利
用
、
処
理
経
費
、

情
報
発
信
）

ご
み
の
排
出
量
は
減
少
傾
向
と
い
え
る

が
排
出
量
の
８
割
が
燃
え
る
ご
み
、
可
燃

ご
み
で
、
収
集
の
際
に
資
源
物
が
か
な
り

混
入
さ
れ
て
い
る
た
め
減
量
化
、
資
源
化

が
進
ん
で
い
な
い
。
収
集
運
搬
に
つ
い
て

は
分
別
排
出
の
徹
底
の
必
要
性
か
ら
資
源

ご
み
回
収
日
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
資

源
排
出
を
し
や
す
く
す
る
た
め
検
討
を
進

め
て
い
る
。
最
終
処
分
に
つ
い
て
は
現
在
、

最
終
処
分
場
に
持
ち
込
ま
れ
る
不
燃
ご
み

の
中
に
相
当
量
の
資
源
物
が
含
ま
れ
て
お

り
21
年
９
月
か
ら
資
源
、
可
燃
ご
み
を
分

別
し
、
埋
め
る
量
を
減
ら
し
て
い
る
。

再
生
利
用
に
つ
い
て
は
、
再
生
利
用
率
が

低
下
状
況
で
あ
り
22
年
度
で
は
17
．
１
％

と
上
が
っ
て
こ
な
い
現
状
で
あ
り
、
分
別

徹
底
を
図
り
、
広
報
と
き
を
通
じ
啓
発
活

動
を
し
て
い
る
。
処
理
経
費
に
つ
い
て
は
、

比
較
的
、
土
岐
市
は
他
市
に
比
べ
る
と
低

い
数
字
に
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
い
て
い

く
。
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
ご
み
の
カ

レ
ン
ダ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
誌
で

提
供
は
し
て
い
る
が
今
後
は
ご
み
に
対
す

る
市
民
の
皆
様
の
意
識
を
一
層
高
め
る
必

要
性
か
ら
、
不
足
し
て
い
る
情
報
発
信
の

た
め
、
自
治
会
の
会
議
に
参
加
す
る
な
ど
、

積
極
的
に
説
明
し
て
い
く
。

ご
み
処
理
基
本
計
画
中
の
行
政
の
役
割

に
つ
い
て
（
収
集
頻
度
の
見
直
し
、
環
境

教
育
、
最
終
処
分
場
）

収
集
頻
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
不
燃

物
、
資
源
物
の
収
集
回
数
の
見
直
し
を
検

討
し
て
い
く
。
環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、

毎
年
、
市
内
の
小
学
校
４
年
生
の
児
童
が

環
境
セ
ン
タ
ー
へ
見
学
に
き
て
勉
強
し
て

い
る
。
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
は
当
初
は

平
成
元
年
か
ら
17
年
の
予
定
の
埋
め
立
て

計
画
だ
っ
た
が
見
直
し
を
行
い
、
現
在
の

搬
入
量
、
今
後
の
資
源
化
、
分
別
の
徹
底

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
20
年
以
上
の
延
長

が
可
能
で
あ
り
ま
す
。

◆
市
長
と
語
る
会
に
つ
い
て

開
催
し
た
感
想
は
。

今
回
市
民
４
２
７
人
が
参
加
さ
れ
、
年

齢
構
成
か
ら
い
く
と
、
若
い
人
に
政
治
に

対
す
る
関
心
が
薄
い
と
感
じ
た
。
特
に
印

象
に
残
っ
た
意
見
は
災
害
に
対
す
る
対

策
、
総
合
病
院
の
現
状
・
今
後
の
対
策
、

企
業
誘
致
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
・
雇
用

の
確
保
・
人
口
増
へ
の
期
待
の
３
点
。

今
後
の
開
催
予
定
に
つ
い
て

来
年
度
秋
頃
の
開
催
を
計
画
予
定
。

西尾　隆久
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小関　祥子

◆
国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て

３
・
95
％
引
き
上
げ
ら
れ
た
経
緯
と
経

過
に
つ
い
て

医
療
費
な
ど
の
保
険
給
付
費
が
前
年
度

比
で
３
％
の
増
加
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

や
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
介
護
保
険
２

号
被
保
険
者
の
介
護
納
付
金
が
大
幅
に
増

加
し
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
等
が
減

額
に
な
っ
た
た
め
、
国
保
基
金
を
一
部
取

り
崩
し
最
小
限
の
値
上
げ
と
な
っ
た
。

年
金
受
給
者
の
軽
減
を
図
る
た
め
資
産

割
を
廃
止
及
び
保
険
料
に
係
る
問
題
点
を

含
め
て
今
後
見
直
す
考
え
は
あ
る
の
か
。

低
所
得
者
層
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
資
産
を
持
た
な
い
所
得
割
者
の
負
担

増
と
な
る
。
運
営
委
員
会
で
の
賦
課
方
式

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
審
議
、
他
市
の
動

向
、
国
保
広
域
化
の
動
向
を
注
視
し
、
慎

重
に
検
討
す
る
。

◆
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

幼
保
一
体
化
の
進
捗
状
況
と
現
在
の
状

況
に
つ
い
て

土
岐
市
公
立
保
育
園
等
再
編
計
画
を
策

定
し
、
３
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
が
、
保
護

者
の
就
労
等
に
か
か
わ
ら
ず
教
育
・
保
育

を
受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
、
施
設
の
統

廃
合
や
幼
保
一
体
型
施
設
を
導
入
し
適
正

化
を
図
る
。

次
世
代
育
成
支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調

査
で
８
割
以
上
が
幼
保
一
体
化
を
望
ん
で

み
え
る
が
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

保
護
者
の
就
労
状
況
と
か
家
庭
環
境
に

関
係
な
く
、
同
年
齢
の
お
子
さ
ん
が
だ
れ

と
で
も
通
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
設
計
を

し
て
い
る
。

幼
稚
園
の
３
・
４
歳
児
の
受
け
入
れ
施

設
に
つ
い
て

現
在
、７
園
中
４
園
（
妻
木
、駄
知
、泉
、

泉
西
幼
稚
園
）
で
実
施
し
、
来
年
度
か
ら

下
石
で
実
施
す
る
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
図
る

た
め
、
民
間
・
公
益
法
人
に
委
託
し
、
小

学
校
の
空
き
教
室
を
利
用
し
て
は
。

社
会
福
祉
法
人
・
公
益
法
人
に
委
託
が

可
能
で
あ
り
研
究
し
た
い
。
空
き
教
室
の

利
用
は
難
し
い
の
で
保
育
園
に
併
設
し
て

運
営
し
た
方
が
利
便
性
が
高
ま
る
。

◆
公
用
車
の
管
理
に
つ
い
て

車
検
切
れ
公
用
車
の
84
日
間
、
１
６
５

回
、
８
８
６
㎞
の
使
用
と
経
緯
経
過
及
び

今
後
の
対
策
に
つ
い
て

 

24
年
度
予
算
編
成
中
に
分
か
っ
た
、
発

注
忘
れ
の
単
純
ミ
ス
で
あ
っ
た
。
運
転
日

誌
、
車
検
更
新
日
の
明
示
を
し
、
防
止
に

努
め
る
。

後藤　久男

小関　祥子

◆
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

防
災
計
画
の
見
直
し

地
震
災
害
対
策
編
に
つ
い
て
は
修
正
さ

れ
た
岐
阜
県
地
域
防
災
計
画
と
の
整
合
を

図
る
よ
う
に
し
ま
す
。
風
水
害
対
策
編
及

び
水
防
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
９
月
に
発

生
し
た
台
風
豪
雨
の
教
訓
か
ら
初
期
対
応

の
迅
速
化
、
情
報
の
集
約
と
発
信
を
目
的

に
対
策
本
部
の
設
置
基
準
や
、
災
害
時
の

職
員
配
置
の
見
直
し
、
福
祉
避
難
所
の
指

定
、
避
難
所
の
見
直
し
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
す
が
岐
阜
県
が
平

成
15
年
度
に
作
成
し
て
い
ま
す
土
砂
災
害

危
険
区
域
図
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は

土
石
流
危
険
渓
流
、
地
す
べ
り
危
険
箇

所
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
な
ど
の
説

明
、
避
難
時
の
注
意
や
地
図
利
用
の
注
意

事
項
、
土
砂
災
害
危
険
箇
所
、
指
定
避
難

所
、
防
災
堰
堤
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
４
月
に
各
町
内
に
配
布
し
ま
し

た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
土
岐
市
が
作

成
し
た
も
の
で
、
河
川
の
管
理
者
が
公
表

し
ま
し
た
浸
水
想
定
区
域
に
基
づ
き
作
成

し
ま
し
た
。
浸
水
想
定
区
域
と
と
も
に
土

砂
災
害
に
関
す
る
情
報
も
一
部
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
土
砂
災
害
の
危
険
箇
所
、

指
定
避
難
場
所
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
、

避
難
時
の
服
装
、
持
ち
物
、
避
難
の
情
報
、

伝
達
経
路
、
避
難
の
仕
方
、
避
難
時
の
注

意
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
15
年
７
月
に
公
開
し
て
い
ま
す
岐
阜

県
東
海
地
震
被
害
想
定
調
査
結
果
を
も
と

に
し
ま
し
て
、
土
岐
市
内
の
地
震
の
危
険

度
を
示
す
地
震
予
測
分
布
図
や
液
状
化
予

測
分
布
図
を
現
在
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
県
で
は
東
日

本
大
震
災
に
お
け
る
課
題
を
踏
ま
え
地
震

防
災
計
画
が
平
成
27
年
度
ま
で
に
改
定
さ

れ
ま
す
。
そ
の
中
で
液
状
化
危
険
度
マ
ッ

プ
の
見
直
し
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
13
年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災

害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
よ

り
、
現
在
、
県
・
国
に
お
け
る
土
砂
災
害

警
戒
区
域
の
指
定
に
つ
な
が
る
調
査
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
し
て
、
24
年
度
に
区
域
指

定
に
係
る
住
民
説
明
会
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

市
も
25
年
度
以
降
に
液
状
化
も
視
野
に
入

れ
た
見
や
す
く
分
か
り
や
す
い
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
を
目
指
し
て
準
備
を
し
て
い

ま
す
。
警
戒
避
難
時
に
お
い
て
の
円
滑
な

避
難
、
土
砂
災
害
区
域
等
の
周
知
、
防
災

意
識
の
向
上
な
ど
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

加藤　辰亥

《第５回定例会一般質問》
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